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は
じ
め
に

東
南
ア
ジ
ア
、
と
り
わ
け
島
嶼
部
の
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
お
い
て
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
が
急
拡
大
し
て
い
る
。
ア
ブ
ラ
ヤ

シ
か
ら
取
れ
る
パ
ー
ム
油
は
、
最
低
の
コ
ス
ト
で
製
造
で
き
る
植
物

油
脂
で
あ
る
う
え
、
植
物
油
、
石
鹸
、
洗
剤
、
口
紅
の
原
料
な
ど
汎

用
性
が
高
い
こ
と
が
こ
う
し
た
島
嶼
部
で
の
急
拡
大
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
加
え
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
か
ら

脱
化
石
燃
料
の
動
き
が
強
ま
る
な
か
で
、
パ
ー
ム
油
は
バ
イ
オ
・

デ
ィ
ー
ゼ
ル
と
し
て
急
速
に
世
界
の
注
目
を
集
め
た
。
そ
の
こ
と
が

グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
の
関
心
を
さ
ら
に
喚
起
し
て
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
に

拍
車
を
掛
け
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
に
は
パ
ー
ム
油
生
産
量
は
大
豆

油
を
抜
い
て
世
界
最
大
の
生
産
量
を
誇
る
植
物
油
と
な
っ
て
い
る
。

パ
ー
ム
油
生
産
の
二
大
国
マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
府
は

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
と
生
産
性
の
向
上
、
効
率
的
な
パ
ー
ム
油
脂
製

造
、
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
と
し
て
パ
ー
ム
油
の
積
極
的
利
用
な
ど

を
重
要
施
策
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
し
か
も
、
世
界
銀
行
の
傘
下
に

あ
る
国
際
金
融
公
社
（International Finance Corporation: 

IFC
）
も
農
村
部
で
の
貧
困
削
減
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
ア
ブ

ラ
ヤ
シ
栽
培
企
業
へ
の
融
資
を
進
め
て
き
た
こ
と
が
典
型
的
に
示
す

よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
拡
大
を
支
持

す
る
声
は
強
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
で
は
栽
培
地
域
は
島
嶼
部
東
南
ア

第
Ⅱ
部 

東
南
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
と
地
域
研
究

環
境
に
や
さ
し
い
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
と
い
う

デ
ィ
ス
コ
ー
ス
の
誕
生

―
―
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
拡
大
戦
略
か
ら

岡
本
正
明
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ジ
ア
に
限
ら
ず
、
タ
イ
、
さ
ら
に
は
赤
道
直
下
の
西
ア
フ
リ
カ
、
南

米
に
も
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
先
進
国
に
も
伸
び
る
パ
ー
ム
油
の
サ
プ

ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
も
考
え
れ
ば
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
は
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ

ル
な
商
品
作
物
で
あ
る
と
い
え
る
。

一
方
で
、
環
境
問
題
や
先
住
民
問
題
を
扱
う
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
森

林
破
壊
や
生
物
多
様
性
消
失
の
元
凶
、
少
数
民
族
の
生
存
権
侵
害
を

理
由
と
し
て
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
急
拡
大
に
厳
し

い
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
批
判
に
対
し
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
拡
大
を
推
進
す
る
企
業
、
企
業
連
合
や
政
府

は
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
の
重
要
性
を
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
訴
え
、

正
当
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
目
立
つ
の
は
、
食
糧
安
全
保
障

（Food Security

）
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
（Energy Security

）

の
点
か
ら
の
正
当
化
で
あ
る
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
か
ら
取
れ
る
パ
ー
ム
油

は
、
食
用
油
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
需
要
が
あ
り
、
そ
の
生
産
量
向

上
は
食
糧
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
重
要
性
が
高
い
と
す
る
。
ま
た
、

化
石
燃
料
に
変
わ
る
バ
イ
オ
燃
料
へ
の
需
要
が
高
ま
る
な
か
、
低
コ

ス
ト
で
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
と
な
る
パ
ー
ム
油
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
の
点
か
ら
も
生
産
性
向
上
が
不
可
欠
と
す
る
。
し
か
も
最
近

で
は
、
Ｃ
Ｏ２
排
出
権
取
引
、
炭
素
蓄
積
量
保
全
を
一
つ
の
目
的
と
す

る
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
と
の
絡
み
で
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
が
環
境
保
護
に
貢

献
す
る
と
い
う
意
味
で
、
環
境
安
全
保
障
（Environm

ental 
Security

）
の
観
点
か
ら
も
正
当
化
し
う
る
と
い
う
議
論
ま
で
出
て

き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
商
品
作
物
と
な
る

な
か
、
そ
の
栽
培
拡
大
に
つ
い
て
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で
賛
否

両
論
が
巻
き
起
こ
っ
て
お
り
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
そ
れ
自
体
が
グ
ロ
ー
バ

ル
な
イ
シ
ュ
ー
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
拡

大
の
支
持
者
も
反
対
者
も
食
料
安
全
保
障
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
、
環
境
安
全
保
障
、
生
物
の
多
様
性
保
全
、
森
林
保
護
と
い
っ
た

グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
を
引
き
合
い
に
出
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
の
正

当
化
を
図
っ
て
お
り
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
が
ぶ
つ

か
り
合
う
ア
リ
ー
ナ
と
も
化
し
て
い
る
。

こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
イ
シ
ュ
ー
と
化
し
た
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
に
着
目
す

る
に
あ
た
り
、
本
稿
で
は
そ
の
拡
大
の
支
持
者
の
側
に
着
目
し
て
み

た
い
。
そ
も
そ
も
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
拡
大
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
イ

シ
ュ
ー
に
し
て
い
っ
た
の
は
、
反
対
派
で
あ
っ
た
。
天
然
林
が
一
気

に
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
単
一
農
園
に
化
け
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
が
死
ん
で

い
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
一
般
市
民
に
は
き
わ
め
て
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
り
、
と
り
わ
け
先
進
国
で
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
は
否
定
的
に
見
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
拡
大
支
持
派
は
さ
ま
ざ
ま
な
手

段
を
駆
使
し
て
正
当
化
に
奔
走
し
て
お
り
、
ま
た
、
実
態
と
し
て
ア

ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
拡
大
に
成
功
し
続
け
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
拡

大
を
支
え
る
政
府
の
政
策
は
い
か
な
る
も
の
で
、
ま
た
、
政
府
や
企

業
の
正
当
化
ロ
ジ
ッ
ク
と
は
何
な
の
か
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
に
つ
い
て

は
、
生
態
学
者
や
林
学
者
ら
に
よ
る
研
究
、
あ
る
い
は
、
ア
ブ
ラ
ヤ

シ
栽
培
が
引
き
起
こ
す
問
題
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
は
多
い
一
方
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で
、
政
府
や
企
業
が
ど
う
い
っ
た
ロ
ジ
ッ
ク
で
正
当
化
を
図
っ
て
い

る
の
か
と
い
っ
た
側
面
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
は
、
政
府
や
企
業
が

作
り
上
げ
た
報
告
書
を
の
ぞ
け
ば
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
ア
ブ
ラ
ヤ

シ
栽
培
が
東
南
ア
ジ
ア
、
と
り
わ
け
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
お
い
て
大
き
な
社
会
変
容
を
引
き
起
こ
す
原
動
力
と
な
っ
て
お

り
、
ア
フ
リ
カ
や
中
南
米
で
も
同
様
の
変
化
が
起
き
る
可
能
性
が
高

い
以
上
、
こ
の
正
当
化
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で

あ
る
。
本
稿
で
は
、
世
界
最
大
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
面
積
と
パ
ー
ム

油
生
産
量
・
輸
出
量
を
誇
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
取
り
上
げ
、
同
政
府

が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
政
策
を
推
進
し
、
そ
れ
を
ど
う
い
っ
た
ロ

ジ
ッ
ク
で
正
当
化
し
て
い
る
の
か
を
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
関
連
企
業
の
動

向
も
踏
ま
え
な
が
ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
次
章
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培

の
拡
大
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

Ⅰ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
の

始
ま
り
と
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
が
初
め
て
植
林
さ
れ
た
の
は
、
植

民
地
時
代
の
一
八
四
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
観
賞
用
と
し
て
ブ
イ
テ

ン
ゾ
ル
グ
植
物
園
（
現
在
の
ボ
ゴ
ー
ル
植
物
園
）
に
デ
ュ
ラ
種
の
二
本

の
苗
が
植
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
ジ
ャ
ワ
各
州
に
普
及
し
た
が
、
そ
れ

ら
は
観
賞
用
で
あ
っ
た
。
一
八
七
〇
年
頃
に
は
政
府
主
導
で
ス
マ
ト

ラ
（
ム
ア
ラ
・
ウ
ニ
ム
や
ム
シ
・
ウ
ル
）
に
お
い
て
試
験
的
に
商
業
用

に
植
林
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
失
敗
す
る
（van H

eurun 1985: 
20

）。
一
八
五
七
年
、
ス
マ
ト
ラ
東
岸
の
デ
リ
に
植
林
さ
れ
、
一
九
一

〇
年
に
た
ば
こ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
た
ベ
ル
ギ
ー
人

エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
ハ
レ
ー
（A

drien H
allet

）
が
初
め
て
デ
ュ
ラ
種
ア

ブ
ラ
ヤ
シ
の
大
規
模
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
た
。

一
九
四
〇
年
代
に
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
一
一
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
ま
で
拡
大
し
た
も
の
の
、
日
本
軍
政
時
代
に
換
金
作
物
か
ら
食
糧

生
産
に
重
点
が
移
さ
れ
た
た
め
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
面
積
は
若
干

減
少
し
た
。
さ
ら
に
、
第
二
次
大
戦
後
、
と
く
に
独
立
後
の
内
戦
が

激
し
く
な
る
と
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
破
壊
さ
れ
、
拡
大
の
ペ
ー

ス
は
落
ち
た
。
一
九
五
七
年
、
政
府
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
接
収

し
た
う
え
で
国
有
化
し
た
。
一
九
六
〇
年
に
は
、
デ
リ
を
中
心
に
政

府
主
導
の
大
規
模
な
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
造
成
さ

れ
た
。
一
九
六
六
年
に
始
ま
る
ス
ハ
ル
ト
権
威
主
義
体
制
下
で
ア
ブ

ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
は
国
家
政
策
と
な
っ
て
い
っ

た
。ス

ハ
ル
ト
体
制
か
ら
現
在
ま
で
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
ア
ブ

ラ
ヤ
シ
栽
培
拡
大
の
ス
ピ
ー
ド
を
図
で
見
て
い
こ
う
。
図
１
は
一
九

七
五
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
の
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
面
積
の
変
遷
で
あ
り
、
図
２
は
一
九
九
五
年
か
ら

二
〇
一
〇
年
ま
で
の
パ
ー
ム
油
搾
油
が
可
能
な
成
木
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の



241 環境にやさしいアブラヤシ農園というディスコースの誕生

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010年

千 Ha

マレーシア

インドネシア

2ヶ国計

図1　マレーシア、インドネシアのアブラヤシ栽培面積推移（1975〜2011年）
（出所）林田 2013：22
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栽
培
面
積
の
変
遷
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
図
３
は
一
九
七
五
年
か
ら
二

〇
一
一
年
ま
で
の
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
パ
ー
ム
原
油
生

産
量
の
変
遷
、
図
４
は
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
パ
ー

ム
原
油
生
産
量
の
変
遷
で
あ
る
。
一
連
の
図
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
面
積
、

パ
ー
ム
原
油
生
産
量
の
拡
大
は
急
速
で
あ
り
、
こ
の
二
カ
国
だ
け
で

二
〇
一
〇
年
で
世
界
の
栽
培
面
積
の
七
七
％
、
パ
ー
ム
原
油
生
産
の

八
五
％
を
握
っ
て
い
る
。
当
初
は
マ
レ
ー
シ
ア
が
栽
培
面
積
、
パ
ー

ム
原
油
生
産
の
両
分
野
で
世
界
第
一
位
で
あ
っ
た
が
、
栽
培
面
積
に

つ
い
て
は
一
九
九
七
年
に
、
パ
ー
ム
原
油
生
産
量
に
つ
い
て
は
二
〇

〇
六
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
マ
レ
ー
シ
ア
を
抜
い
て
世
界
第
一
位
に

な
っ
て
い
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
政
策
が
こ
う
し
た
ア
ブ
ラ
ヤ
シ

栽
培
の
急
増
を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

Ⅱ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
政
策

表
１
を
見
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
は
一
九
六
九
年
か
ら
二
〇
一
〇

年
ま
で
の
所
有
主
体
別
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
面
積
の
推
移
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
地
の
所
有
者
を
国
営
企
業
、
民
間
企
業
、

小
農
に
分
け
て
い
る
。
ス
ハ
ル
ト
権
威
主
義
体
制
の
時
代
（
一
九
六

六
〜
一
九
九
八
年
）
に
は
、
ど
の
主
体
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
面
積
も

拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ス
ハ
ル
ト
体
制
下
で
は
、
大
規
模

な
土
地
の
収
容
も
比
較
的
容
易
だ
っ
た
上
に
、
農
園
拡
大
に
有
利
な

低
利
融
資
な
ど
の
ス
キ
ー
ム
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
国

営
企
業
農
園
の
拡
大
は
ス
ハ
ル
ト
体
制
前
期
ま
で
で
あ
り
、
ス
ハ
ル

ト
体
制
後
期
に
は
民
営
企
業
農
園
の
伸
び
が
大
き
い
。
一
九
八
〇
年

代
後
半
か
ら
規
制
緩
和
に
よ
り
民
間
主
導
の
経
済
成
長
が
始
ま
っ
た

年
国営企業 民間企業 小農

面積（Ha） 増加率＊ 面積（Ha） 増加率＊ 面積（Ha） 増加率＊
1969 84,640 34,880
1975 120,940 42.89％ 67,885 94.62％
1980 199,538 64.99％ 88,847 30.88％ 6,175
1985 335,195 67.99％ 143,603 61.63％ 118,564 1820.06％
1990 372,246 11.05％ 463,096 222.48％ 291,338 145.72％
1995 404,732 8.73％ 961,718 107.67％ 658,536 126.04％
2000 588,125 45.31％ 2,403,194 149.89％ 1,166,758 77.17％
2005 529,854 –9.91％ 2,567,068 6.82％ 2,356,895 102.00％
2010 616,575 16.37％ 3,893,385 51.67％ 3,314,663 40.64％

表1　所有主体別アブラヤシ栽培面積の推移と増加率
（1969〜2010年）

（出所）Tungkot 2012: 20, 24
（注）＊増加率は年率平均ではなく、5年ごとの増加率である
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か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
小
農
の
栽
培
面
積
が
一
九
八
〇
年
以
降
に
急

拡
大
す
る
の
は
、
国
営
企
業
農
園
に
対
し
て
中
核
農
園
シ
ス
テ
ム

（
Ｐ
Ｉ
Ｒ
）
が
導
入
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
Ｐ
Ｉ
Ｒ
の
も
と
で
は
、

国
営
企
業
は
、
労
働
者
が
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
に
従
事
す
る
中
核
農
園

を
経
営
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
周
辺
に
小
農
向
け
の
農
園
を
設
け

て
支
援
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ

栽
培
を
す
る
小
農
が
急
増
し
た
の
で
あ
る＊

１

。

一
九
九
八
年
に
ス
ハ
ル
ト
体
制
が
崩
壊
し
て
、
分
権
的
民
主
主
義

体
制
が
始
ま
っ
て
も
、
基
本
的
に
は
八
〇
年
代
以
降
の
規
制
緩
和
路

線
を
継
承
し
て
お
り
、
内
外
資
本
の
誘
致
を
積
極
的
に
行
い
、
そ
う

す
る
こ
と
で
経
済
成
長
の
実
現
を
図
る
と
い
う
姿
勢
に
変
わ
り
は
な

い
。
い
や
む
し
ろ
、
ス
ハ
ル
ト
体
制
期
以
上
に
経
済
自
由
化
に
面
舵

を
切
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
約
四
〇
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た
投
資

法
、
二
〇
〇
七
年
第
二
五
号
法
で
は
、
国
内
資
本
と
海
外
資
本
の
差

別
を
な
く
し
、
す
べ
て
の
企
業
が
事
業
権
（
Ｈ
Ｇ
Ｕ
）
を
最
長
九
五

年
間
も
の
長
期
に
わ
た
っ
て
獲
得
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
〇

四
年
に
は
、
初
め
て
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
法

律
、
二
〇
〇
四
年
第
一
八
号
法
が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
前
文
の
注
釈

に
よ
る
と
、
こ
の
法
律
が
作
成
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
は
、「
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
を
襲
っ
た
不
況

や
経
済
危
機
を
乗
り
越
え
た
。
し
た
が
っ
て
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
住
民
、
民
族
、
国
家
の
経
済
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に
、
計
画
的

に
、
開
か
れ
た
形
で
、
統
合
的
に
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
、
そ

し
て
責
任
を
持
っ
て
実
施
、
経
営
、
保
護
、
利
用
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
法
は
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
企
業

の
Ｈ
Ｇ
Ｕ
を
三
五
年
と
い
う
長
期
間
に
わ
た
っ
て
認
め
、
さ
ら
に
二

五
年
間
の
ほ
ぼ
自
動
的
な
延
長
を
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
企

業
が
同
じ
用
地
に
つ
い
て
新
規
の
Ｈ
Ｇ
Ｕ
を
同
じ
期
間
だ
け
取
得
す

る
こ
と
も
認
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
経
済
自
由
化
路
線
は
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
企
業
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
好
都
合
で
あ
り
、
ス
ハ
ル
ト
体

制
期
か
ら
継
続
し
て
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
面
積
、
パ
ー
ム
原
油
生
産

量
・
輸
出
量
は
上
昇
を
続
け
た
。
天
然
資
源
を
軸
と
し
た
経
済
成
長

が
進
み
、「
脱
産
業
化
」
が
進
む
と
い
わ
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済

を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
二
〇
一
一
年
に
は
パ
ー
ム
油
関
連
輸
出

が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
非
石
油
・
ガ
ス
部
門
の
輸
出
貿
易
品
目
で
第
一

位
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
（
表
２
参
照
）。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

と
っ
て
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
は
い
わ
ば
経
済
成
長
の
牽
引
車
で
あ
り
、
内
外

の
資
本
を
引
き
つ
け
る
目
玉
品
目
で
あ
る
。
植
物
油
は
世
界
の
人
々

の
食
生
活
の
基
本
で
あ
り
、
し
か
も
パ
ー
ム
油
が
他
の
植
物
油
よ
り

も
は
る
か
に
安
価
に
入
手
で
き
る
と
な
れ
ば
、
当
面
の
間
、
需
要
は

増
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
減
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
見
込
み
が
立
つ
。

加
え
て
、
昨
今
の
石
油
価
格
高
騰
や
環
境
問
題
へ
の
関
心
か
ら
来

る
バ
イ
オ
燃
料
ブ
ー
ム
も
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
は
追

い
風
と
な
っ
た
か
に
思
わ
れ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
、
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
同
様
、
二
〇
〇
六
年
に
な
っ
て
バ
イ
オ
燃
料
に
対
す
る
関
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心
を
強
め
始
め
た＊

２

。
こ
れ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
産
油
国
で
あ
り
な

が
ら
二
〇
〇
四
年
に
は
原
油
輸
入
国
に
な
り
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
政
策
が
必
要
に
な
っ
た
と
い
う
理
由
に
加
え
、
明
ら
か
に
二

〇
〇
七
年
の
バ
リ
で
の
Ｃ
Ｏ２
排
出
量
規
制
に
関
す
る
国
際
会
議
Ｃ
Ｏ

Ｐ
13
の
ホ
ス
ト
国
と
し
て
体
裁
を
保
つ
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
二
〇
〇
六
年
一
月
に
は
、「
国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す

る
二
〇
〇
六
年
第
五
号
大
統
領
令
」「
代
替
燃
料
と
し
て
の
バ
イ
オ

燃
料
の
準
備
と
利
用
に
関
す
る
二
〇
〇
六
年
第
一
号
大
統
領
通
達
」

を
同
日
に
出
し
た
。
さ
ら
に
、
七
月
に
は
い
る
と
、「
貧
困
と
失
業

削
減
促
進
の
た
め
の
バ
イ
オ
燃
料
開
発
国
家
チ
ー
ム
に
関
す
る
二
〇

〇
六
年
第
一
〇
号
大
統
領
決
定
」
を
出
し
た
。
第
五
号
大
統
領
令
で

は
、
二
〇
二
五
年
ま
で
に
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
う
ち
五
％
を
バ
イ

オ
燃
料
に
依
存
す
る
と
決
め
、
そ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
〇
八
年
に
は

「
代
替
燃
料
と
し
て
の
バ
イ
オ
燃
料
準
備
・
利
用
・
流
通
に
関
す
る

第
三
二
号
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
天
然
資
源
担
当
国
務
大
臣
令
」
を
出
し

た
。
同
令
で
は
、
表
３
に
あ
る
よ
う
に
、
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
、

バ
イ
オ
・
エ
タ
ノ
ー
ル
、
そ
し
て
バ
イ
オ
燃
料
全
般
に
つ
い
て
二
〇

二
五
年
ま
で
に
各
セ
ク
タ
ー
別
に
最
低
利
用
率
の
達
成
を
義
務
付
け

た
。
公
共
輸
送
車
両
に
い
た
っ
て
は
、
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
利

輸出品目 輸出額
（億ドル）

構成比
（％）

1 石炭 255 13
2 石油ガス 229 11
3 パーム油・派生物 173 8
4 原油 138 7
5 天然ゴム 118 6
6 銅鉱石 47 2
7 コプラ・パーム核油 31 2
8 石油製品 29 1
9 精錬銅 25 1
10 未精錬錫 24 1

10 大品目合計 1,069 52
全輸出 2,035 100

表2　インドネシアの10大輸出品目
（2011年度）

（出所）佐藤 2013

セクター別 バイオ・
ディーゼル

バイオ・
エタノール バイオ燃料全般

家計＊ ― ― ―
公共交通 20％ 15％

産業およ
び交通

産業 10％
非公共部門交通 20％ 15％
産業・商業 20％ 15％ 海上 10％
発電 20％ ― 10％

表3　各バイオ燃料利用率の2025年1月までの
セクター別最低目標

（出所）「2008年代替燃料としてのバイオ燃料準備・利用・流通に関する第32号
エネルギー・天然資源担当国務大臣令」

（注）＊家計部門に関しては、現在のところ目標は設定されていない
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用
率
を
二
〇
二
五
年
ま
で
に
二
〇
％
に
ま
で
増
加
さ
せ
る
と
い
う
き

わ
め
て
野
心
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
号
大
統
領
通
達
で
は
、
経
済
調
整
大
臣
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
天

然
資
源
担
当
国
務
大
臣
ほ
か
一
二
人
の
大
臣
、
さ
ら
に
は
州
知
事
や

県
知
事
・
市
長
に
対
し
て
、
バ
イ
オ
燃
料
利
用
促
進
を
指
示
す
る
な

ど
、
全
国
家
的
対
応
を
決
め
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
天
然
資
源
担
当
国

務
大
臣
に
は
、
バ
イ
オ
燃
料
の
供
給
と
流
通
の
確
保
、
バ
イ
オ
燃
料

利
用
促
進
の
た
め
の
政
策
や
価
格
決
定
な
ど
を
求
め
て
い
る
。
そ
し

て
、
林
業
大
臣
に
は
、
バ
イ
オ
燃
料
発
展
の
た
め
に
非
生
産
的
な
林

地
の
利
用
許
可
を
与
え
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
通
達
以
上
に
拘
束

力
の
強
い
第
一
〇
号
大
統
領
決
定
で
設
け
ら
れ
た
バ
イ
オ
燃
料
開
発

国
家
チ
ー
ム
で
は
、
貧
困
削
減
と
失
業
者
削
減
と
も
絡
ま
せ
て
バ
イ

オ
燃
料
開
発
の
推
進
が
目
論
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
チ
ー
ム
は
、
経
済

調
整
大
臣
と
住
民
福
祉
調
整
大
臣
が
共
同
で
チ
ー
ム
委
員
長
と
な

り
、
構
成
員
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
天
然
資
源
担
当
国
務
大
臣
を
は
じ
め

と
し
た
一
二
人
の
大
臣
に
加
え
、
国
土
庁
長
官
、
技
術
開
発
応
用
庁

長
官
、
投
資
調
整
庁
長
官
の
一
五
人
か
ら
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

同
チ
ー
ム
の
下
に
、
国
営
電
力
会
社
監
査
役
会
会
長
経
験
の
あ
る
ア

ル
ヒ
ラ
ル
・
ハ
ム
デ
ィ
を
長
と
す
る
実
務
チ
ー
ム
、
そ
し
て
六
つ
の

作
業
グ
ル
ー
プ
も
結
成
さ
れ
た
。
第
一
号
通
達
で
示
さ
れ
た
以
上
に

バ
イ
オ
燃
料
開
発
に
対
し
て
国
家
が
真
剣
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

そ
も
そ
も
こ
う
し
た
国
家
主
導
の
バ
イ
オ
燃
料
政
策
が
ど
こ
ま
で

正
確
な
試
算
に
依
拠
し
て
い
る
の
か
、
実
現
可
能
性
は
あ
る
の
か
、

さ
ら
に
は
省
庁
横
断
型
の
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
で
省
庁
間
の

調
整
が
な
さ
れ
る
保
証
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
過

去
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
験
を
見
て
も
大
い
に
疑
問
が
残
っ
た
。
し

か
し
、
バ
イ
オ
燃
料
へ
の
転
換
が
世
界
的
な
ト
レ
ン
ド
で
も
あ
り
、

民
間
部
門
で
も
バ
イ
オ
燃
料
ビ
ジ
ネ
ス
に
急
速
に
関
心
が
高
ま
っ

た
。
企
業
連
合
と
し
て
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
イ
オ
燃
料
製
造
者

連
合
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
イ
オ
・
エ
タ
ノ
ー
ル
実
業
家
連
合
（
二

〇
〇
八
年
一
一
月
）
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て
、
早
く
も
二
〇
〇
七
年

に
は
一
四
の
外
資
系
企
業
、
二
三
の
国
内
企
業
、
一
五
の
国
有
企

業
、
協
同
組
合
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
五
八
の
バ
イ
オ
燃
料
関
連
投
資
案
件
に

つ
い
て
認
可
を
受
け
た
。
そ
の
総
額
は
一
二
四
億
ド
ル
に
の
ぼ
っ
た

（A
nasia 2008: 4

）。
メ
ド
ゥ
コ
・
グ
ル
ー
プ
、
シ
ナ
ル
・
マ
ス
・

グ
ル
ー
プ
、
プ
ト
ゥ
ラ
・
サ
ン
プ
ル
ナ
・
グ
ル
ー
プ
、
ラ
ジ
ャ
・
ガ

ル
ー
ダ
・
マ
ス
な
ど
、
有
力
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ
も
次
々
と
バ
イ
オ

燃
料
分
野
へ
の
進
出
に
関
心
を
見
せ
始
め
た
。

表
４
は
各
種
の
油
脂
か
ら
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
作
る
場
合
の

コ
ス
ト
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
ら
か
に
、
パ
ー
ム
油
が
バ
イ

オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
生
産
す
る
う
え
で
コ
ス
ト
的
に
は
安
い
。
バ
イ

オ
燃
料
ブ
ー
ム
は
、
パ
ー
ム
油
の
使
途
の
拡
大
に
つ
な
が
り
、
ア
ブ

ラ
ヤ
シ･
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
は
プ
ラ
ス
と
な
り
う
る
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
お
い
て
国
内
生
産
で
き
る
バ
イ
オ
燃
料
と
い
え
ば
、
ジ
ェ
ト

ロ
フ
ァ
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
作
ら
れ
る
バ
イ
オ
・
エ
タ
ノ
ー
ル
も
あ
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り
得
る
が
、
生
産
量
は
ま
だ
わ
ず
か
で
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
ほ

ど
急
速
に
成
長
す
る
見
込
み
は
な
い
。
十
分
な
生
産
量
が
あ
り
、
栽

培
の
歴
史
も
長
い
パ
ー
ム
油
か
ら
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
作
る
こ

と
が
合
理
的
と
な
る
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
需
要
は
食
用
油
に
と
ど
ま
ら

ず
さ
ら
に
伸
び
る
こ
と
に
な
り
、
い
っ
そ
う
の
生
産
拡
大
が
必
要
と

な
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
、
パ
ー
ム
原
油
生
産
量
を
二
〇
〇
八

年
の
一
九
二
〇
万
ト
ン
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
は
四
〇
〇
〇
万
ト
ン
に

ほ
ぼ
倍
増
す
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
に
単
位
面
積
あ

た
り
の
生
産
量
を
上
げ
る
こ
と
に
加
え
て
、
栽
培
面
積
を
現
在
の
約

七
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
一
八
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
拡
大
で
き

る
と
し
て
い
る
。
結
局
、
二
〇
〇
八
年
に
石
油
価
格
が
下
落
す
る

と
、
二
〇
〇
六
年
の
時
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
上
の
危
機

感
は
一
挙
に
弱
ま
っ
て
、
バ
イ
オ
燃
料
国
家
開
発
チ
ー
ム
は
解
散
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
パ
ー
ム
原
油
生
産
量
倍
増
計
画
は
生
き
残
り
、

バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
パ
ー
ム
油
を
使
う
計
画
も
続
い
て
い
る
。

Ⅲ
正
当
化
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス

二
〇
〇
九
年
一
一
月
九
日
、
世
界
銀
行
総
裁
ロ
バ
ー
ト
・
ズ
リ
ッ

ク
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｃ
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ･

セ
ク

タ
ー
へ
の
融
資
の
一
時
停
止
を
命
令
し
た
。
そ
れ
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｃ
の
融

資
案
件
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
資
本
の
ウ
ィ
ル
マ
ー
ル
社
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ･

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
は
社
会
的
、

環
境
的
問
題
が
あ
る
と
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
指
摘
し
た
こ
と
を
受
け
て
の

こ
と
で
あ
っ
た
（Bioenergy Business 2009. 9. 9

）。
こ
の
事
件

が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ･

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に

つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各
地
で
深
刻
な
社
会
、
環
境
問
題
が
起

き
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
と
し
て
も
、
当
然
、
そ
う
し
た
諸

問
題
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ

栽
培
拡
大
を
正
当
化
す
る
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
主
張
を
見

て
い
こ
う
。

こ
こ
で
は
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
企
業
連
合
（Gabungan Pengusaha 

油脂作物 単位面積当たり油脂量（t/ha）
大豆油 0.41
サンフラワー油 0.60
菜種油 1.37
ジャトロファ 1.50
パーム油 4.10

表4　油脂作物別の単位面積当たりの油脂量

（出所）アジアバイオマスエネルギー協力推進オフィス HP
（http://www.asiabiomass.jp/topics/images/0911_2_1.jpg）

を基に作成
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K
elapa Saw

it Indonesia: GA
PK

I

）
が
主
催
し
た
国
際
会
議
「
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
会
議
と
二
〇
一
〇
年
の
価
格
展
望
：
持

続
可
能
な
パ
ー
ム
油
開
発
：
挑
戦
と
好
機
」
に
お
け
る
ハ
ッ
タ
・
ラ

ジ
ャ
サ
経
済
調
整
大
臣
と
ス
ス
ウ
ォ
ノ
農
業
大
臣
の
基
調
講
演
か
ら

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
主
張
を
見
て
い
く
。
ハ
ッ
タ
・
ラ
ジ
ャ
サ
は

ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
で
連
立
の
一
翼
を
な
す
国
民
信
託
党
幹
部
（
現
党

首
）
で
あ
り
、
そ
の
政
治
調
整
能
力
の
高
さ
か
ら
ユ
ド
ヨ
ノ
の
高
い

信
頼
を
勝
ち
得
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
ス
ス
ウ
ォ
ノ
は
ユ
ド
ヨ
ノ
政

権
で
同
じ
く
連
立
に
入
っ
て
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
政
党
、
福
祉
正

義
党
の
幹
部
で
あ
る
。

ハ
ッ
タ
・
ラ
ジ
ャ
サ
は
、
パ
ー
ム
油
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
食
用
油
、
オ

レ
オ
ケ
ミ
カ
ル
関
連
製
品
、
そ
し
て
バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
現
実
的
に

好
機
に
あ
る
と
い
う
。
そ
の
一
方
で
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
持
続
的
発
展

可
能
性
を
ど
う
実
現
す
る
の
か
、
そ
し
て
、
パ
ー
ム
油
の
食
糧
利
用

と
燃
料
利
用
と
の
均
衡
を
ど
う
保
つ
の
か
と
い
う
二
点
を
重
要
な
課

題
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、「
持
続
的
な
パ
ー
ム

油
に
関
す
る
円
卓
会
議
」（Roundtable on Sustainable Palm

 
O

il: RSPO

）
が
定
め
た
基
準
に
従
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
た

（
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
に
つ
い
て
は
後
述
）。

ハ
ッ
タ
・
ラ
ジ
ャ
サ
の
取
り
上
げ
た
重
要
な
課
題
の
う
ち
、
後
者

の
食
糧
か
燃
料
か
と
い
う
課
題
に
は
直
接
対
策
を
述
べ
る
こ
と
な

く
、
代
わ
り
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
ビ
ジ
ネ
ス

は
次
の
五
つ
の
点
で
貢
献
し
て
き
て
い
る
点
を
強
調
し
た
。
一
つ
目

は
、
雇
用
機
会
創
出
、
貧
困
削
減
で
あ
る
。
第
一
〇
号
大
統
領
決
定

で
発
足
し
た
国
家
チ
ー
ム
の
目
的
も
貧
困
と
失
業
削
減
で
あ
る
よ
う

に
、
こ
の
分
野
で
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
貢
献
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
政
府
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政

府
高
官
が
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
に
つ
い
て
語
る
と
き
に
は
必
ず
言
及
す
る
。

そ
し
て
、
三
五
〇
万
人
が
小
農
と
し
て
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
者
と
し
て
働
い
て
お
り
、
と
り
わ
け
農
村
部
に
お

け
る
雇
用
創
出
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る＊

３

。
ま
た
、
二
つ

目
の
貢
献
と
し
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
あ
げ
て
い
る
。
ア
ブ
ラ

ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
作
ら
れ
れ
ば
、
パ
ー
ム
原
油
加
工
工

場
も
当
然
に
必
要
と
な
り
、
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な

く
、
農
村
部
で
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
る
こ

と
で
、
道
路
建
設
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
み
、
近
隣
住
民
に
も
裨

益
効
果
が
あ
る
こ
と
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
貢
献
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

三
つ
目
は
、
貿
易
黒
字
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
非
石
油
・
ガ
ス
品

目
で
は
最
大
の
輸
出
品
目
で
あ
り
、
二
〇
〇
八
年
に
は
一
二
四
億
ド

ル
の
外
貨
を
稼
ぎ
出
し
て
い
る
。
四
つ
目
は
、
健
康
的
か
つ
低
コ
ス

ト
基
礎
食
品
（
植
物
油
、
加
工
食
品
材
料
）
を
国
民
に
提
供
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
パ
ー
ム
油
に
は
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
加
さ

せ
る
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
健
康
的
と
い
う
こ

と
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
は
じ
め
に
触
れ
た
よ
う
に
、
他
の
植
物

油
脂
と
比
べ
る
と
明
ら
か
に
安
価
で
生
産
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
中

国
、
イ
ン
ド
と
い
っ
た
大
人
口
を
抱
え
る
途
上
国
で
の
消
費
量
が
圧
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倒
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
最
後
に
、
バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
競
争
力

の
あ
る
原
料
と
し
て
有
望
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の

通
り
で
あ
る
。

ス
ス
ウ
ォ
ノ
農
業
大
臣
は
、
ハ
ッ
タ
・
ラ
ジ
ャ
サ
同
様
、
ア
ブ
ラ

ヤ
シ
の
将
来
性
を
強
調
し
な
が
ら
、
環
境
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
ア
ブ
ラ

ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
拡
大
へ
の
批
判
に
も
対
抗
言
説
を
展
開

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
拡

大
が
森
林
伐
採
を
引
き
起
こ
し
、
希
少
種
の
絶
滅
を
も
た
ら
し
、
Ｃ

Ｏ２
排
出
と
地
球
温
暖
化
の
主
要
な
責
任
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
へ
の

反
論
を
展
開
し
た
。
ス
ス
ウ
ォ
ノ
に
よ
れ
ば
、
一
・
三
三
億
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
森
林
の
う
ち
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
二
一
〇
〇
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
保
護
林
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
で
、
野
生
動
物
の
自
由
な

生
息
を
許
し
、
生
物
多
様
性
も
保
持
で
き
る
と
し
て
い
る＊

４

。
ま
た
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
法
律
で
は
、
転
用
可
能
生
産
林
（H

utan 
Produksi yang dapat dikonversi

）
の
み
が
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
転
用
可
能
な
森
林
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、

お
よ
そ
七
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
用
地
の
う
ち
、
三
八
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
そ
う
し
た
転
用
に
よ
る

も
の
で
、
残
り
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
用
地
は
国
家
が
自
由
に
処
分

で
き
る
国
有
地
（T

anah negara bebas

）、
他
目
的
の
土
地
、
部

族
（tribe

）
の
土
地
で
あ
り
、
保
護
林
や
保
安
林
を
伐
採
し
て
い
な

い
と
主
張
す
る
。
現
在
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
拡
大

の
問
題
は
、
違
法
に
保
護
林
や
保
安
林
を
伐
採
し
て
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
慣
習
法
上
の
土
地

が
制
定
法
上
の
根
拠
が
な
い
ゆ
え
に
簡
単
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
化

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
農
相
は
十
分

に
答
え
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

さ
ら
に
、
農
相
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
と
り
わ
け
転
用
可
能
林
か
ら
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

も
と
も
と
森
林
伐
採
が
進
ん
で
い
た
林
地
を
利
用
し
て
お
り
、
ア
ブ

ラ
ヤ
シ
を
植
え
る
こ
と
で
炭
素
貯
蔵
効
果
が
あ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
を
阻
止
し
て
い
る
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
泥
炭
湿
地

林
で
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
に
つ
い
て
批
判
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
農
業
大
臣
決
定
で
規
制
を
か
け
て
い
る
と
し
た＊

５

。
そ
の

規
制
の
中
心
ポ
イ
ン
ト
は
、
深
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
泥
炭
層

で
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
を
認
め
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
三
メ
ー
ト
ル
の
根
拠
は
は
っ
き
り
し
て
お
ら
ず
、
泥

炭
層
保
全
の
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
泥
炭
層
で

は
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
が
生
育
し
に
く
い
か
ら
に
す
ぎ
な
い
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
国
際
社
会
が
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
に
努
め
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
現
在
の
貿
易

障
壁
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
釘
を
刺
し
た
。
こ
の
最

後
の
発
言
は
、
Ｅ
Ｕ
が
二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
促
進
指
令
を
出
し
、
そ
の
規
定
の
一
つ
に
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
が
化
石
燃
料
の
排
出
量
よ
り
三
五
％
削
減
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さ
れ
る
燃
料
し
か
再
生
可
能
バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
認
め
な
い
と
い
う

規
定
が
あ
る
こ
と
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
パ
ー
ム
原
油
製
造
過

程
で
発
生
す
る
メ
タ
ン
回
収
を
す
る
設
備
が
あ
れ
ば
五
一
％
の
削
減

率
と
な
る
が
、
そ
の
設
備
が
な
い
場
合
に
は
一
六
％
の
削
減
率
に
し

か
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
パ
ー
ム
原
油
加
工
工
場
の
多
く
は
そ

う
し
た
設
備
が
な
い
。
農
相
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
パ
ー
ム
原
油
が
Ｅ
Ｕ
の
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
市
場
に
食
い
込
む

こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
マ

レ
ー
シ
ア
の
パ
ー
ム
油
連
合
（
Ｍ
Ｐ
Ｏ
Ａ
）
や
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
は
こ
の

Ｅ
Ｕ
の
方
針
に
対
し
て
、
Ｅ
Ｕ
域
内
で
生
産
で
き
る
バ
イ
オ
・

デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
原
料
で
あ
る
菜
種
油
関
連
企
業
の
保
護
政
策
で
あ
る

と
い
う
批
判
を
展
開
し
て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
も
こ
の
見
解

を
踏
襲
し
て
い
る
と
言
え
る＊

６

。

Ⅳ
林
地
と
し
て
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

二
〇
〇
九
年
に
は
い
る
と
、
新
た
な
正
当
化
論
理
も
出
て
き
た
。

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
林
地
に
位
置
付
け
よ
う
と
い

う
主
張
で
あ
る＊

７

。
そ
の
動
き
が
最
初
に
表
面
化
し
た
の
は
、
Ｅ
Ｕ
に

お
い
て
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
二
月
の
欧
州
委
員
会
と
欧
州
議
会

向
け
の
欧
州
理
事
会
の
通
達
案
が
、「
継
続
的
に
林
の
あ
る
地
帯
」

（Continuously Forested A
rea

）
の
定
義
と
し
て
、「
樹
木
が
最

低
で
も
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
達
し
て
い
る
か
、
達
す
る
こ
と
が
可

能
で
、
樹
幹
の
投
影
面
積
が
林
地
の
三
〇
％
以
上
で
あ
る
地
帯
」
と

し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
般
的
に
は
、
自
然
林
、
森
林
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
な
ど
の
そ
の
他
の
林
の
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
含
む
と
し
て
い
る
（European Com

m
ission 2009

）。

し
た
が
っ
て
、
森
林
か
ら
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

変
更
は
、
そ
れ
自
体
で
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
定
め
る
基
準
に
反
し
た
こ

と
に
は
な
ら
な
い
、
と
し
た
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
率
を
理
由

と
し
て
、
パ
ー
ム
油
を
バ
イ
オ
燃
料
市
場
か
ら
閉
め
出
そ
う
と
い
う

動
き
と
は
正
反
対
の
動
き
で
あ
る
。
欧
州
委
員
会
が
こ
の
よ
う
な
通

達
案
を
出
し
た
の
は
、
パ
ー
ム
油
の
利
益
団
体
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
、
そ
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
の
Ｍ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が
使
節
団
を

派
遣
し
て
ロ
ビ
ー
活
動
を
行
っ
た
成
果
の
可
能
性
が
高
い
（Butler 

2009

）。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
林
地
に
含
め
よ
う
と
す
る

動
き
は
、
Ｅ
Ｕ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
パ
ー
ム
油
の
最
大
生
産
国
た
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
起
き
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
欧
州
委
員
会
の
時
と

同
様
に
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
の
ロ
ビ
ー
活
動
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
二

〇
一
〇
年
に
は
、
林
業
省
が
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

林
地
と
指
定
す
る
省
令
を
準
備
し
て
お
り
、
そ
れ
に
農
業
省
も
同
意

し
た
と
の
情
報
が
流
れ
た
（K

ontan O
nline 2010. 2. 9: A

M
10:23 ; 

2010. 2. 11: A
M

10:00 ; T
em

po Interaktif 2010. 3. 1: A
M

07:04

）。
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同
省
令
案
を
準
備
し
た
の
は
、
林
産
物
育
成
総
局
で
あ
っ
た
。
同
総

局
長
の
ハ
デ
ィ
・
デ
ィ
ル
ヤ
ン
ト
は
、「
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
森

林
セ
ク
タ
ー
へ
の
投
資
を
推
し
進
め
て
投
資
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
統
計
庁
が
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
か
ら
の
産
品
を
農
業
セ
ク

タ
ー
に
位
置
付
け
て
い
て
も
問
題
は
な
い
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、

ハ
デ
ィ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
森
林
を

二
分
法
的
に
位
置
付
け
て
別
々
に
扱
う
の
は
と
て
も
奇
妙
で
あ
る
と

し
た
。
ア
フ
マ
ド
・
マ
ン
ガ
バ
ラ
ニ
農
業
省
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
総

局
長
は
、
ま
ず
は
森
林
空
間
計
画
が
明
確
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

し
な
が
ら
も
、
こ
う
し
た
規
定
変
更
に
よ
り
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
へ
の
投
資
が
一
層
拡
大
す
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ

て
お
り
、
ハ
デ
ィ
も
マ
ン
ガ
バ
ラ
ニ
も
経
済
的
観
点
か
ら
ア
ブ
ラ
ヤ

シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
林
地
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
合
意
し
て

い
る
。

ハ
デ
ィ
は
、
こ
の
省
令
案
で
の
「
林
地
」
の
定
義
は
、
国
際
連
合

食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の
定
義＊

８

に
従
っ
て
お
り
、
マ
レ
ー
シ
ア

で
も
す
で
に
こ
の
定
義
に
従
っ
て
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
森
林
セ
ク
タ
ー
に
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
、
同

省
令
案
を
正
当
化
し
た
。
同
省
の
森
林
調
査
開
発
庁
長
官
タ
フ
リ

ル
・
フ
ァ
ト
ニ
は
、「
こ
う
し
た
規
定
変
更
を
す
る
の
は
、『
森
林
減

少
・
劣
化
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』（
Ｒ

Ｅ
Ｄ
Ｄ
）
を
見
越
し
て
の
こ
と
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。
森
林
の
定

義
は
各
国
の
裁
量
に
よ
り
定
め
る
こ
と
が
で
き
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
林
地
に
位
置
付
け
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の

カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
判
断

が
あ
る
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
林
地
の
一
部
と
す

る
こ
と
で
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
拡
大
が
森
林
伐
採

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
批
判
を
か
わ
す
だ
け
で
な
く
、
カ
ー
ボ

ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
ま
で
獲
得
し
よ
う
と
い
う
、
い
わ
ば
一
石
二
鳥
の

作
戦
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に
な
る
。

具
体
的
に
は
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
産
業
用
人

工
林
（H

utan T
anam

an Industri: H
T

I

）
と
し
て
位
置
付
け
、

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
企
業
に
Ｈ
Ｇ
Ｕ
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ゾ
ー

ニ
ン
グ
を
行
い
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
を
植
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
用
地

の
七
割
と
し
て
、
残
り
の
用
地
を
地
域
住
民
用
森
林
に
確
保
す
る
こ

と
を
義
務
付
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
新
規
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
化
す
る
場
合
ま
た
は
再
植
林
す
る
場
合
に
こ
の
規
定
を
適
用
す
る

と
し
た
。
ハ
デ
ィ
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し
て
環

境
保
全
と
動
物
保
護
の
た
め
の
保
護
地
区
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
環
境
保
全
の
考
え
方
が
よ
り
効
果
的
に
反
映
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
と
し
て
、
こ
の
省
令
案
を
正
当
化
し
て
い
る
。
事
業
用
地
の

三
割
を
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
化
し
な
い
こ
と
で
生
物
多
様
性
も
確
保

で
き
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
、
こ
の
省
令
案
に
対
し
て
強
い
批
判
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
巻
き

起
こ
っ
た
（
た
と
え
ば
、
一
〇
の
国
際
環
境
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
連
合
体
で

あ
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
気
候
連
合
〈Ecosystem

s Clim
ate A

lliance

〉
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や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
の
農
地
改
革
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム〈K

onsorsium
 

Pem
baruan A

graria

〉
な
ど
）。
そ
の
た
め
、
い
っ
た
ん
は
二
〇

一
一
年
第
六
二
号
林
業
省
大
臣
令
と
し
て
施
行
さ
れ
た
も
の
の
、
同

年
九
月
に
撤
回
さ
れ
た
。

こ
の
省
令
案
実
現
失
敗
に
続
い
て
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
拡
大
支
持

派
を
悩
ま
せ
た
の
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
の
提
案
で
あ
っ
た
。
同
政

府
は
、
二
〇
一
〇
年
五
月
、
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
に
対
し
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ

＋
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
を
交
わ
す
代
わ
り
に
一
〇
億
円
の
無
償
支

援
を
申
し
出
た
の
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
一
月
に
こ
の
覚
え
書
き
に

沿
っ
て
森
林
伐
採
が
禁
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農

園
企
業
は
新
規
農
園
開
拓
が
不
可
能
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
企
業
側

か
ら
は
強
い
不
満
が
あ
が
っ
た
。
結
局
、
こ
の
覚
え
書
き
が
施
行
さ

れ
る
一
方
で
、
抜
け
道
も
で
き
た
。
荒
廃
地
（tanah terlantar

）

で
あ
る
。
林
業
大
臣
は
、
一
次
林
の
伐
採
は
禁
止
す
る
が
、
農
園
企

業
は
一
次
林
を
用
地
転
用
し
て
伐
採
す
る
の
で
は
な
く
、
七
〇
〇
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
存
在
す
る
荒
廃
地
を
農
園
に
し
た
ら
よ
い
と
述
べ

た
（K

ontan O
nline 2010. 5. 11: PM

18:23

）。
二
〇
一
一
年
一
月

に
大
統
領
指
令
二
〇
一
一
年
第
一
一
号
が
施
行
さ
れ
て
、
荒
廃
地
の

定
義
が
示
さ
れ
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
新
規
開
拓
が
完
全
に
停
止
す
る

よ
う
な
事
態
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

Ⅴ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
反
論

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
関
連
政
策
の
正
当
性
、
無
謬

性
を
主
張
し
た
と
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル
ダ
ー
か

ら
強
い
批
判
が
続
い
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る＊

９

。
た
と
え
ば
、
国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
や
国
内
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ワ
ル
ヒ
な
ど
か
ら

は
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
拡
大
が
森
林
面
積
の
減
少

を
も
た
ら
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
生
物
の
多
様
性
を
失
わ

せ
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
な
ど
の
希
少
動
植
物
が
絶
滅
の
危
機
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
森
林
伐
採
、
と
り
わ
け
泥
炭
湿
地
林
で

の
伐
採
の
過
程
で
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
も
問
題
視
さ
れ

て
い
る
。
社
会
経
済
的
に
は
、
慣
習
法
上
所
有
し
て
い
た
土
地
に
ア

ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
拡
大
し
続
け
て
い
る
こ
と
も
大

き
な
問
題
で
あ
る
。
実
定
法
的
に
は
慣
習
法
上
の
土
地
は
所
有
権
が

不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
企
業
は
実
定
法

上
の
手
続
き
に
の
っ
と
っ
て
土
地
の
利
用
権
を
獲
得
で
き
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
企
業
が
地
元
の
役
人
や

慣
習
共
同
体
の
リ
ー
ダ
ー
を
買
収
し
て
土
地
を
取
得
し
て
い
る
と
い

う
話
も
あ
る
。
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
、
企
業
対
地
元
住
民
（
＋
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）
と
い
う
構
図
の
土
地
紛
争
と
な
る
。
そ
の
数
は
増
え
続
け
て
お

り
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
問
題
に
取
り
組
む
最
有
力
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の
国
内
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ウ
ィ
ッ
ト
・
ウ
ォ
ッ
チ
（Saw

it W
atch

）
の
報

告
で
は
、
二
〇
〇
三
年
の
一
一
四
件
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
は
五
一
三

件
と
な
り
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
ま
で
に
六
六
三
件
を
数
え
て
い

る
。Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
か
ら
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
行
政
に
対
す
る
批
判
に
対
し

て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
農
業
省
が
反
論
に
持
ち
出
す
理
由
の
一
つ
は
、

地
方
分
権
化
で
あ
る＊

10

。
二
〇
〇
一
年
に
始
ま
っ
た
地
方
分
権
化
に
よ

り
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
権
限
の
多
く
も
自
治
体
に
委

譲
さ
れ
た
た
め
に
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
総
局
が
い
く
ら
「
健
全

な
」
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
政
策
を
展
開
し
て
も
自
治
体
が
換
骨
奪
胎
し
て
し

ま
い
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
が
環
境
破
壊
、

森
林
伐
採
を
伴
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
地
方
分
権
化
に
よ
っ

て
、
広
域
自
治
体
で
あ
る
州
よ
り
も
、
と
り
わ
け
基
礎
自
治
体
で
あ

る
県
・
市
が
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
広
範
な
権
限
を
獲
得

し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
あ
る
企
業
が
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
く
際
に
必
要
な
許
可
を
例
に
考
え
て
み
よ

う
。用

地
適
性
確
認
（Pencadangan Lahan

）：
企
業
が
農
地
と
し

て
適
切
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
に
必
要
な
許
可
（
半
年
間
、

三
ヶ
月
延
長
可
）：
一
県
・
市
内
な
ら
県
知
事
・
市
長
、
複
数

県
・
市
に
ま
た
が
る
な
ら
州
知
事
の
許
可
が
必
要
。

用
地
取
得
許
可
（Izin Lokasi ＊

11
）：
企
業
が
そ
の
土
地
を
開
発
す

る
際
に
取
得
す
べ
き
許
可
（
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
五
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
下
な
ら
二
年
以
内
、
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
な
ら
三
年

以
内
に
土
地
買
収
終
了
義
務
あ
り
〈
五
割
以
上
買
収
済
み
な
ら
延

長
可
〉）：
県
知
事
・
市
長
か
ら
の
許
可
が
必
要
。

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
許
可
（
Ｉ
Ｕ
Ｐ
、
Ｉ
Ｕ
Ｐ
―

Ｂ
、
Ｉ
Ｕ
Ｐ
―

Ｐ＊
12

）：
企
業
が
土
地
を
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
開
発
す
る

た
め
の
許
可
：
一
県
・
市
内
な
ら
県
知
事
・
市
長
、
複
数
県
・

市
に
ま
た
が
る
な
ら
州
知
事
の
許
可
が
必
要
。
Ｉ
Ｕ
Ｐ
は
二
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
、
ヤ
シ
果
房

（T
andan Buah Segar: T

BS

）
を
一
時
間
に
五
ト
ン
以
上
処

理
で
き
る
加
工
工
場
を
持
つ
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
企
業
が
申

請
す
る
許
可
、
Ｉ
Ｕ
Ｐ
―

Ｂ
は
、
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
一
〇

〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
所
有
す
る
計

画
が
あ
っ
て
加
工
工
場
を
持
つ
計
画
の
な
い
企
業
が
申
請
す
る

許
可
で
あ
る
、
Ｉ
Ｕ
Ｐ
―

Ｐ
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
を
一
時
間
に
五
ト
ン

以
上
処
理
で
き
る
加
工
工
場
を
持
つ
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
企

業
が
申
請
す
る
許
可
で
、
同
企
業
は
同
工
場
の
原
料
の
二
割
を

自
ら
の
農
園
で
調
達
す
る
義
務
が
あ
る
。

事
業
権
（H

ak Guna U
saha: H

GU

）：
二
〇
〇
七
年
新
投
資
法

で
は
外
資
、
国
内
資
本
を
問
わ
ず
九
五
年
間
：
国
土
庁
支
局
長

を
通
じ
て
国
土
庁
長
官
の
許
可
が
必
要
。

こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
Ｈ
Ｇ
Ｕ
を
の
ぞ
け
ば
、
一
つ
の
県

あ
る
い
は
市
の
な
か
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
れ
ば
、
基
本
的
に

県
知
事
、
市
長
か
ら
許
可
を
も
ら
え
れ
ば
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
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が
可
能
な
の
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
許
可
を
取
得
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
手
っ
取
り
早
く
金
で
解
決
す
る
こ
と
も
多
い
と
聞
く
。
た
と
え

ば
、
南
ス
マ
ト
ラ
州
で
の
話
で
は
、
用
地
取
得
許
可
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
は
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
郡
長
に
一
〇
〇
万
ル
ピ
ア
、
村

長
に
二
五
万
ル
ピ
ア
を
支
払
う
こ
と
で
郡
長
、
村
長
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

用
地
取
得
に
必
要
な
土
地
証
明
な
ど
を
強
引
に
獲
得
し
て
、
期
限
内

に
用
地
買
収
を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
し
、
Ｈ
Ｇ
Ｕ
を
取
得
す
る
に

は
、
企
業
側
は
国
土
庁
支
所
に
五
億
ル
ピ
ア
を
支
払
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る＊

13

。

ま
た
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
企
業
側
は
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
許
可
を
得
る
に
当
た
っ
て
は
、
第
三
者
に
よ
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
、
第
三
者
が
客

観
的
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
仮
に
行
っ
て

い
た
と
し
て
問
題
が
あ
る
場
合
に
、
そ
れ
を
関
係
部
局
に
報
告
す
る

の
か
ど
う
か
、
報
告
を
受
け
た
関
係
部
局
が
ま
と
も
に
対
応
す
る
の

か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
他
に
も
、
自
治
体
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
関
連
部
局
が
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
企
業
が
用
地
取

得
を
認
め
ら
れ
た
域
内
で
活
動
を
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
き
ち
ん

と
監
視
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
違
法
性
が
発
覚
し
た
と
き
に
制

裁
を
課
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
疑
わ
し
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。
そ
れ
は
企
業
側
の
贈
賄
と
い
う
よ
り
、
自
治
体
の
関
連
部
局
の

人
材
の
質
的
・
量
的
不
足
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
多

く
の
場
合
、
広
大
な
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
監
督
を
任
さ
れ
て
い
る

自
治
体
公
務
員
数
は
非
常
に
少
な
い
。

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
も
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
拡
大
正
当
化
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
が
着
々
と
作
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
南
ス
マ
ト
ラ
州
の
場
合

だ
と
、
政
官
財
学
か
ら
な
る
南
ス
マ
ト
ラ
州
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
（Forum

 Bersam
a Perkebunan Provinsi Sum

atra 
Selatan

）
が
で
き
て
お
り
、
闇
雲
な
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
拡
大
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
が
知
的
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
を
握
っ
て
お
り
、
対
抗
言
説
は
き
わ
め
て
周
辺
化
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
加
え
て
、
八
〇
年
代
、
九
〇
年
代
に
法
律
扶

助
協
会
（
Ｌ
Ｂ
Ｈ
）
な
ど
、
弱
者
の
側
に
立
っ
て
い
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
働

い
て
い
た
学
生
活
動
家
や
学
生
上
が
り
の
活
動
家
た
ち
も
、
壮
年
を

迎
え
て
生
計
を
立
て
る
必
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
企
業
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
変
貌
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
ア

ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
拡
大
を
批
判
的
に
捉
え
て
、
諸
問

題
を
自
治
体
、
中
央
政
府
、
そ
し
て
国
際
社
会
に
訴
え
る
勢
力
は
、

地
元
に
は
学
生
を
中
心
と
し
た
青
年
た
ち
し
か
い
な
い
と
い
っ
て

よ
い＊

14

。
地
域
住
民
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
主
張
す
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
住
民
が
土
地
問
題
な
ど
で
被
害
を

被
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
の
拡
大

で
恩
恵
を
受
け
て
い
る
家
庭
も
多
く
、
彼
ら
が
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
拡

大
支
持
の
声
を
支
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
南
ス
マ
ト
ラ
州
ム
シ
・
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バ
ニ
ュ
ア
シ
ン
県
（K

abupaten M
usi Banyuasin

）
バ
ユ
ン
・
リ

ン
チ
ル
郡
（K

ecam
atan Bayung Lincir

）
の
シ
ナ
ル
・
ハ
ラ
パ

ン
村
（D

esa Sinar H
arapan

）
の
事
例
を
考
え
て
み
た
い＊

15

。
政
府

の
国
内
移
民
政
策
に
よ
り
、
一
九
八
三
年
に
ジ
ャ
ワ
人
や
ス
ン
ダ
人

の
移
民
が
現
在
の
シ
ナ
ル
・
ハ
ラ
パ
ン
村
に
当
た
る
地
域
に
住
み
始

め
た
。
当
初
は
四
五
〇
世
帯
が
居
住
し
て
お
り
、
一
世
帯
あ
た
り

一
・
七
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
一
九
八
六
年

に
な
っ
て
集
落
か
ら
村
に
昇
格
し
て
シ
ナ
ル
・
ハ
ラ
パ
ン
村
と
な
っ

た
。
そ
の
頃
は
、
す
べ
て
の
世
帯
の
生
活
は
パ
ラ
ウ
ィ
ジ
ャ
（
米
以

外
の
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
お
よ
び
ラ
ッ
カ
セ
イ
な
ど
の
食
用
作
物
の

総
称
）
を
中
心
と
し
た
も
の
で
非
常
に
苦
し
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ

ゆ
え
、
多
く
の
ス
ン
ダ
人
が
去
っ
て
い
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
は
村

に
は
バ
イ
ク
は
一
台
も
な
く
、
村
へ
の
道
も
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
車

が
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
も
状
況

は
さ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
、
バ
イ
ク
は
村
に
数
台
に
増
え
た
も
の
の
、
相

変
わ
ら
ず
車
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
シ
ナ
ル
・
ハ
ラ
パ
ン

村
の
こ
う
し
た
状
況
が
一
変
し
た
の
は
、
二
〇
〇
五
年
に
ブ
ル
カ
ッ

ト
・
サ
ウ
ィ
ッ
ト
・
ス
ジ
ャ
テ
ィ
社
（PT

. Berkat Saw
it Sejati: 

BSS

）
が
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
を
始
め
て
か
ら

で
あ
っ
た
。

Ｂ
Ｓ
Ｓ
社
は
強
引
な
土
地
取
得
で
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
を

行
っ
て
、
現
在
ま
で
続
く
土
地
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
一
方
で
、
Ｂ

Ｓ
Ｓ
社
の
契
約
農
民
に
な
っ
た
も
の
の
な
か
に
は
急
速
に
裕
福
に
な

る
も
の
が
生
ま
れ
始
め
た
。
二
〇
〇
七
年
に
果
房
が
一
キ
ロ
あ
た
り

二
一
〇
〇
ル
ピ
ア
に
高
騰
す
る
と
村
の
生
活
は
大
き
く
変
わ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
た
者
は
、
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年

代
に
か
け
て
貧
困
に
耐
え
ら
れ
ず
に
同
村
を
離
れ
た
世
帯
の
農
地
を

次
々
と
取
得
し
、
そ
の
農
地
を
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
し
て
果
房
を
Ｂ
Ｓ
Ｓ
社
に
売
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
バ
イ

ク
の
数
は
急
増
し
、
一
家
に
二
台
所
有
す
る
世
帯
も
現
れ
、
二
〇
〇

八
年
に
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
道
路
が
村
ま
で
通
る
よ
う
に
な
っ

た
。
農
業
指
導
員
の
Ｓ
氏
も
そ
う
し
て
成
功
し
た
人
物
の
一
人
で
あ

る
。Ｓ

氏
は
小
学
校
教
員
の
妻
と
四
人
の
子
ど
も
が
い
る
。
彼
は
農
地

取
得
を
重
ね
て
今
で
は
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

所
有
し
て
お
り
、
Ｂ
Ｓ
Ｓ
社
の
契
約
農
民
を
辞
め
て
ヒ
ン
ド
リ
社
の

契
約
農
民
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
に
果
房
が
急
騰
し
た
と
き

に
は
、
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
の
純
益
が
一
ヶ
月
で
五
〇
〇
～
六
〇
〇

万
ル
ピ
ア
に
な
り
、
生
活
は
お
お
い
に
潤
っ
た
。
自
宅
を
改
築
し
、

南
ス
マ
ト
ラ
州
の
州
都
パ
レ
ン
バ
ン
に
い
る
三
人
の
子
ど
も
た
ち
に

仕
送
り
も
し
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
八
月
段
階
の
月
額
支
出
は
一
五

〇
〇
万
ル
ピ
ア
（
内
訳
：
借
金
返
済
七
〇
〇
万
ル
ピ
ア
〈
自
宅
改
築

ロ
ー
ン
：
二
〇
〇
万
ル
ピ
ア
、
農
地
取
得
費
：
五
〇
〇
万
ル
ピ
ア
〉、

生
活
費
三
〇
〇
万
ル
ピ
ア
、
仕
送
り
五
〇
〇
万
ル
ピ
ア
〈
パ
レ
ン
バ
ン

に
い
る
三
人
の
子
ど
も
た
ち
〉）
と
な
っ
て
お
り
、
世
界
市
場
で
の

パ
ー
ム
油
価
格
の
乱
高
下
で
も
そ
れ
だ
け
は
稼
げ
て
い
る
と
い
う
。
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二
〇
〇
八
年
に
は
パ
ー
ム
油
価
格
の
急
落
で
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
企
業
と
は
契
約
を
結
ん
で
い
な
い
独
立
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
者
の
な
か
に
は
大
打
撃
を
被
っ
た
も
の
も
出
て
お

り
、
す
べ
て
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
経
営
世
帯
が
豊
か
に
な
っ
て
き
て
い
る

わ
け
で
は
な
い＊

16
（T

em
po 2008. 9. 21: 94-95 ; 2008. 11. 16: 92-93 ; 

2008. 12. 7: 68-70 ; G
atra 2008. 10. 29: 72-74

）。
む
し
ろ
、
価
格

の
乱
高
下
の
な
か
で
成
功
す
る
者
と
失
敗
す
る
者
が
現
れ
、
貧
富
の

格
差
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
発
言
力
を
持
つ
の
は
成
功
し

た
者
で
あ
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

拡
大
は
望
ま
し
い
事
実
で
あ
る
。

炭
素
排
出
や
生
物
多
様
性
減
少
と
い
っ
た
環
境
問
題
や
土
地
紛

争
、
あ
る
い
は
新
た
な
貧
富
の
格
差
拡
大
と
い
っ
た
社
会
経
済
問
題

が
あ
る
に
せ
よ
、
地
方
で
は
政
官
財
学
界
が
お
お
よ
そ
ア
ブ
ラ
ヤ

シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
拡
大
に
与
し
て
い
る
。
地
域
社
会
で
も
土

地
紛
争
の
被
害
者
を
の
ぞ
け
ば
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

拡
大
に
反
対
す
る
声
が
弱
い
な
か
で
、
保
護
林
地
区
や
（
三
メ
ー
ト

ル
を
超
す
）
泥
炭
湿
地
に
お
け
る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
展
開
な
ど
、
違
法
な
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
が
止
ま
ら
な

い
。
国
家
に
は
こ
う
し
た
問
題
に
対
処
で
き
て
い
な
い
こ
と
へ
の
不

満
も
あ
り
、
先
述
の
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
国
際
協
調
ス
キ
ー
ム
が
誕
生

し
た
。
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
は
、
認
証
制
度
を
導
入
し
て
市
場
の
論
理
に
基
づ

い
て
持
続
可
能
な
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
試
み
と

し
て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

Ⅵ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
、
そ
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ

Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
は
、
Ｗ
Ｗ
Ｆ
が
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

拡
大
が
深
刻
な
環
境
問
題
、
社
会
経
済
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る

こ
と
を
憂
慮
し
、
二
〇
〇
一
年
に
ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル
ダ
ー
参
加
型
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
結
成
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
二
〇
〇

二
年
に
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
企
業
や
Ｍ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が
参
加
す
る
二
回
の
会
議
を

経
て
、
二
〇
〇
三
年
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
発
足
会

議
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
四
年
に
ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ

ヒ
に
本
部
を
置
い
て
正
式
に
発
足
し
た＊

17

。
事
務
局
が
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
に
あ
り
、
連
絡
事
務
所
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
あ
る
。
二
〇
一
二

年
一
月
現
在
、
会
員
数
は
五
〇
カ
国
か
ら
一
〇
八
八
を
数
え
る
。
そ

の
一
四
％
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
会
員
で
あ
る＊

18

。
会
員
に
は
、
正
会

員
、
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
会
員
（
五
〇
〇
ト
ン
以
下
の
パ
ー
ム
油

を
扱
う
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
）、
賛
助
会
員
の
三

種
類
が
あ
り
、
次
の
七
分
野
に
関
係
し
て
い
る
も
の
が
正
会
員
に
な

る
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
業
、
パ
ー
ム
油
加
工
・
貿
易
業
、
消
費
財
製

造
業
、
小
売
業
、
銀
行
・
投
資
家
、
環
境
・
自
然
保
護
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

社
会
問
題
・
開
発
問
題
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
各
分
野
で
あ
る
。
国
家
の
関
与

が
見
ら
れ
ず
、
参
加
も
自
主
的
で
あ
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
は
、「
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
で
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル
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ダ
ー
間
の
協
力
と
開
か
れ
た
対
話
を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
パ
ー
ム

油
の
発
展
と
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
の

最
大
の
特
徴
が
認
証
制
度
の
導
入
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ

Ｏ
認
証
を
受
け
た
パ
ー
ム
油
生
産
能
力
は
、
世
界
で
生
産
さ
れ
る

パ
ー
ム
油
の
一
四
％
に
相
当
し
、
そ
の
生
産
能
力
の
う
ち
四
六
％
が

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
あ
る
。
世
界
的
に
も
認
証
パ
ー
ム
油
へ
の
関
心
は

少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

と
は
い
え
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
や
企
業
の
間
か
ら
は
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ

Ｏ
に
お
け
る
国
際
環
境
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
影
響
力
が
強
い
う
え
に
、
Ｒ
Ｓ

Ｐ
Ｏ
の
認
証
を
受
け
た
パ
ー
ム
油
に
高
い
付
加
価
値
が
つ
か
な
い
こ

と
に
不
満
が
あ
る
。
ま
た
、
先
述
の
Ｅ
Ｕ
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ

も
バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
パ
ー
ム
油
に
つ
い
て
は
環
境
基
準

を
持
ち
だ
し
て
輸
入
規
制
を
強
め
て
い
る
こ
と
に
も
不
満
が
あ
る
。

も
っ
と
い
え
ば
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
面
積
、
パ
ー
ム
油
生
産
量
の
ど

ち
ら
を
と
っ
て
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
世
界
第
一
位
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
発
言
権
が
弱
く
、
西
側
諸
国
主
導
で
規
制
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
反
発
が
強
ま
っ
て
い
た
。
二
〇
一
一
年
三
月
、
こ
う
し
た
不

満
な
り
反
発
が
乗
じ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
国
内
法
に
従
っ
た

独
自
の
ス
キ
ー
ム
、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油
」

（Indonesian Sustainable Palm
 O

il: ISPO

）
を
発
足
さ
せ
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
委
員
会
常
任
委
員
長
ル
ス
デ
ィ
ア
ナ
は
、
最
大
の
パ
ー
ム

油
生
産
国
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
他
国
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
他
国
の
基
準
に
従
う
の
は
不
幸

で
あ
る
と
、
大
国
意
識
を
強
く
に
じ
ま
せ
た
発
言
を
し
て
い
る

（m
edia perkebunan 2013: 14

）。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
、
既
存
の
国
内
法
を
順
守
す
れ
ば
十
分
に

持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油
生
産
が
可
能
で
あ
る
と
し
、
少
な
く
と
も
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
な
り
パ
ー
ム
油
に
つ
い
て
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
政
府
が
認
証
制
度
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
Ｒ
Ｓ

Ｐ
Ｏ
の
よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
主
導
で
自
主
参
加
型
の
認
証
で
は
な

く
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
は
国
内
で
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
に
関
わ
る
す
べ
て
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ー
ル
ダ
ー
の
参
加
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
国
家
主
導
の
認

証
制
度
と
な
っ
て
い
る
。「
持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油
」
に
つ
い
て
二

つ
の
解
釈
が
誕
生
し
た
こ
と
に
な
る
。
ス
ス
ウ
ォ
ノ
農
業
大
臣
は
、

二
〇
一
四
年
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
の
農
園
す
べ
て
が
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ

認
証
を
受
け
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
強
気
の
発
言
を
し
て
い
る
が
、

小
農
も
含
め
れ
ば
到
底
不
可
能
で
あ
る
。

お
わ
り
に

も
と
も
と
食
用
油
以
外
に
も
多
様
な
用
途
の
あ
っ
た
パ
ー
ム
油
が

バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
も
脚
光
を
浴
び
る
な
か
で
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培

に
さ
ら
に
拍
車
が
掛
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
パ
ー
ム
油
は
低
価

格
な
食
用
油
を
提
供
で
き
る
と
い
う
意
味
で
食
糧
安
全
保
障
の
観
点

か
ら
重
要
な
だ
け
で
な
く
、
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
原
料
と
し
て
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エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
上
も
重
要
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
政
府
は
、
パ
ー
ム
油
を
利
用
し
て
脱
産
業
化
か
ら
の
脱
却
も
試

み
始
め
た
。
二
〇
〇
六
年
以
降
、
パ
ー
ム
油
を
軸
と
し
た
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
で
製
造
業
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
に
は
、
再
び
国
家
主
導
の
経
済
成
長
戦

略
を
始
め
る
か
の
よ
う
に
、
二
〇
二
五
年
ま
で
の
「
経
済
開
発
拡

大
・
加
速
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
作
り
、
雇
用
と
付
加
価
値
の
創
出

を
目
論
ん
だ
介
入
主
義
的
政
策
が
始
ま
っ
た
。
六
つ
の
経
済
回
廊
を

設
け
、
ス
マ
ト
ラ
回
廊
に
つ
い
て
は
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
を
主
要
産
品
と

し
、
北
ス
マ
ト
ラ
の
セ
イ
・
マ
ン
ケ
を
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
川
下
部
門
ビ

ジ
ネ
ス
の
中
心
地
帯
に
す
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
同

年
八
月
に
は
パ
ー
ム
原
油
へ
の
輸
出
関
税
率
を
あ
げ
て
、
川
下
産
業

ほ
ど
輸
出
に
有
利
な
関
税
政
策
を
設
け
て
パ
ー
ム
油
を
軸
と
し
た
製

造
業
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る＊

19

。

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
に
よ
る
成
長
戦
略
に
加
え
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府

は
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
認
証
ス
キ
ー
ム
を
作
り
、
国
家
主
導
で
「
環
境

に
や
さ
し
い
」
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｓ

Ｐ
Ｏ
発
足
経
緯
を
見
れ
ば
、
明
ら
か
に
西
側
主
導
の
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
に
対

す
る
反
発
と
世
界
最
大
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
面
積
と
パ
ー
ム
原
油
生

産
量
へ
の
自
負
と
が
な
い
混
ぜ
に
な
っ
た
動
機
が
ち
ら
つ
く
。
そ
れ

と
は
別
に
、
二
〇
一
三
年
六
月
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
の
進
展
さ
え
も
不
十
分

だ
と
感
じ
る
熱
帯
林
行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
な
ど

の
環
境
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
以
上
の
環
境
基
準
を
満
た
す
ア
ブ

ラ
ヤ
シ
農
園
経
営
の
実
現
を
目
指
し
て
、「
パ
ー
ム
油
刷
新
グ
ル
ー

プ
」（Palm

 O
il Innovation Group

）
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

り
上
げ
た
。
環
境
主
義
的
「
持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油
」
の
実
現
を
目

指
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
版

Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
、「
マ
レ
ー
シ
ア
持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油
」（
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
）

を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

パ
ー
ム
油
を
バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
使
う
場
合
に
は
、
Ｅ
Ｕ
で
も
認

め
ら
れ
た
認
証
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
「
持
続
可
能
な
バ
イ
オ
燃
料
の
た

め
の
円
卓
会
議
」（Roundtable on Sustainable Bioenergy

）
や

「
国
際
的
持
続
可
能
な
カ
ー
ボ
ン
認
証
」（International Sustainable 

Certified Carbon

）
な
ど
も
存
在
す
る
。
い
わ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ク
タ
ー
と
ア
ク
タ
ー
間
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
「
正
し
い
」

「
環
境
に
や
さ
し
い
」
パ
ー
ム
油
を
め
ぐ
っ
て
覇
権
争
い
を
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
こ
の
争
い
が
建
設
的
な
方
向
に
進
む
こ
と
を
望
む

が
、
今
の
と
こ
ろ
、
そ
の
行
方
は
分
か
ら
な
い
。

仮
に
持
続
可
能
性
ス
キ
ー
ム
が
定
着
し
た
と
し
て
も
問
題
は
残

る
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
、
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
栽
培
を

続
け
る
こ
と
の
危
険
で
あ
る
。
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
栽
培
が
生
物
多
様

性
を
減
少
さ
せ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
一
次
産
品
の
常
と
し
て

価
格
の
急
落
が
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
パ
ー
ム
油
の
生
産
拡
大
が
続

け
ば
、
い
ず
れ
は
パ
ー
ム
油
価
格
が
頭
打
ち
し
、
下
落
す
る
可
能
性

も
あ
る
。
価
格
崩
壊
が
起
き
た
と
き
、
生
態
系
も
含
め
た
地
域
社
会

へ
の
影
響
は
深
刻
な
も
の
と
な
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
場
合
で
あ
れ
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ば
、
急
速
に
増
え
て
い
る
小
農
園
経
営
者
た
ち
が
路
頭
に
迷
う
可
能

性
が
高
い
。
彼
ら
は
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
に
特
化
し
た
農
業
経
営
で
は
な

く
、
ゴ
ム
や
そ
の
他
の
作
物
を
栽
培
す
る
よ
う
な
経
営
の
多
角
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
仮
に

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
に
変
わ
る
バ
イ
オ
燃
料
の
登
場
な
ど
で
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽

培
の
ブ
ー
ム
が
過
ぎ
去
っ
て
も
地
域
社
会
が
崩
壊
し
な
い
強
靱
性
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
が
グ
ロ
ー
バ
ル

に
拡
大
し
て
い
る
以
上
、
土
地
問
題
、
環
境
問
題
が
起
き
て
い
る
局

所
的
な
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
地
帯
だ
け
に
目
を
配
る
の
で
は
な
く
、
モ

ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
地
帯
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
抱
え

る
こ
う
し
た
構
造
的
脆
弱
性
に
も
目
を
向
け
た
政
策
の
必
要
性
が
高

い
。
そ
れ
は
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
な
し
の
地
域
社
会
で
も
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ

だ
け
の
地
域
社
会
で
も
な
い
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
も
あ
る
地
域
社
会
を
つ

く
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

◉
注

＊	

１	

ス
ハ
ル
ト
体
制
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
関
連
政
策
の

概
略
に
つ
い
て
は
、T
ungkot

（2012: 19-29

）
参
照
。

＊	

２	

マ
レ
ー
シ
ア
の
バ
イ
オ
燃
料
政
策
に
つ
い
て
は
、
岩
佐
（
二
〇
〇

八
）
参
照
。

＊	

３	

た
と
え
ば
、
二
〇
〇
九
年
八
月
の
「
持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油
」
に

つ
い
て
の
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
農
業
省
農
園

局
高
官
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。

＊	

４	

た
だ
し
、
林
業
省
の
計
算
で
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
体
の
森
林
面
積

に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
七
年
末
ま
で
一
億
二
〇
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
か

一
億
三
三
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
で
分
か
れ
て
い
る
（D

epartem
en 

K
ehutanan 2008: 14-15

）。
林
業
省
と
リ
ア
ウ
州
、
リ
ア
ウ
島
嶼
部

州
、
中
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
政
府
と
の
間
で
林
地
面
積
に
つ
い
て
の
合
意

が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
林
業
省
の
二
〇
〇
七
年
統

計
に
よ
れ
ば
、
陸
地
部
分
の
保
護
林
面
積
は
一
九
九
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
っ
て
お
り
、
農
業
大
臣
の
面
積
と
異
な
っ
て
い
る
。

＊	

５	

「
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
の
た
め
の
泥
炭
湿
地
利
用
の
た
め
の
農
業
大

臣
令
二
〇
〇
九
年
第
二
四
号
」
で
あ
り
、
泥
炭
層
が
三
メ
ー
ト
ル
以
下

な
ど
五
つ
の
条
件
を
満
た
し
た
泥
炭
湿
地
林
で
の
み
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培

を
認
め
て
お
り
、
こ
の
基
準
は
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
の
基
準
と
も
な
っ
て
い
る
。

＊	

６	

二
〇
〇
九
年
一
一
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
第
七
回
会
合
で
も

こ
の
Ｅ
Ｕ
指
令
に
従
う
よ
う
な
原
則
と
基
準
を
含
め
る
こ
と
に
合
意
し

た
。
Ｍ
Ｐ
Ｏ
Ａ
と
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
は
こ
の
原
則
と
基
準
は
自
主
的
に
遵
守
す

べ
き
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
た
。
た
だ
し
、
Ｅ
Ｕ
も
パ
ー
ム
油
を
植
物
油

と
し
て
輸
入
す
る
場
合
に
は
Ｅ
Ｕ
指
令
を
適
用
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

＊	

７	

ス
ハ
ル
ト
政
権
崩
壊
直
後
に
大
統
領
に
就
任
し
た
ハ
ビ
ビ
の
も
と

で
も
一
度
は
そ
う
し
た
動
き
が
あ
り
、
農
業
省
下
に
あ
っ
た
農
園
総
局

は
林
業
省
下
に
入
り
、
同
省
の
名
前
が
林
業
・
農
園
省
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ワ
ヒ
ド
政
権
下
で
再
び
農
園
総
局
は
農
業
省
下

に
入
っ
た
。

＊	
８	
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
林
地
の
定
義
は
、
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
樹
高
の
あ
る
高

木
か
ら
な
る
樹
冠
の
投
影
面
積
が
一
〇
％
以
上
を
占
め
る
土
地
と
な
っ

て
い
る
。

＊	

９	

Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
基
に
し
た
報
告
書
は
数
多
く

出
て
い
る
。
た
と
え
ば
、Colchester, N

orm
an Jiw

an et al. （2006

）、
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Iris M
aher ed.

（2007

）、Setara Jam
bi

（2007

）、Serge M
arti 

（2008

） 

、Environm
ent Investigation A

gency and telapak
（2009
）、T

A
SP

（2009

）。 

＊	

10	
農
業
省
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
総
局
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
物
保
護

局
長
ヘ
ル
ド
ゥ
ラ
ジ
ャ
ッ
ト
氏
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
一
〇
年
二

月
一
六
日
。

＊	

11	

用
地
取
得
許
可
に
関
す
る
一
九
九
九
年
第
二
号
農
地
担
当
国
務
大

臣
・
国
土
庁
長
官
令
。
同
令
に
よ
る
と
、
申
請
企
業
が
県
知
事
・
市
長

に
提
出
す
べ
き
書
類
は
次
の
も
の
で
あ
る
。
①
申
請
願
い
、
②
申
請
者

の
身
分
証
明
（
法
人
設
立
証
、
そ
の
変
更
証
明
）、
③
納
税
者
番
号
（
内

外
投
資
会
社
を
の
ぞ
く
）、
④
申
請
地
区
の
図
、
⑤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計

画
・
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
、
⑥
州
知
事
の
推
薦
書
。

＊	

12	

農
園
事
業
許
可
指
針
に
関
す
る
二
〇
〇
七
年
第
二
六
号
農
業
大
臣

令
。
同
令
に
よ
る
と
、
申
請
企
業
が
県
知
事
・
市
長
あ
る
い
は
州
知
事

に
提
出
す
べ
き
書
類
は
次
の
も
の
で
あ
る
。
①
企
業
設
立
証
明
、
そ
の

最
終
的
変
更
証
明
、
②
納
税
者
番
号
、
③
居
住
証
明
書
、
④
州
知
事
が

発
行
す
る
農
園
事
業
許
可
に
つ
い
て
は
、
県
・
市
空
間
計
画
と
の
整
合

性
を
県
知
事
・
市
長
が
証
明
す
る
書
類
、
⑤
県
知
事
・
市
長
が
発
行
す

る
農
園
事
業
許
可
に
つ
い
て
は
、
州
空
間
計
画
と
の
整
合
性
を
州
知
事

が
証
明
す
る
書
類
、
⑥
県
知
事
・
市
長
の
用
地
取
得
許
可
証
と
農
園
候

補
地
の
地
図
（
一
〇
万
分
の
一
か
五
万
分
の
一
の
縮
尺
）、
⑦
（
森
林

地
域
を
農
園
に
す
る
場
合
に
は
）
林
業
省
か
ら
の
用
地
利
用
に
関
す
る

技
術
的
検
討
書
、
⑧
県
知
事
・
市
長
認
知
済
み
の
原
料
供
給
保
証
証

明
、
⑨
農
園
お
よ
び
農
園
産
品
加
工
場
開
発
計
画
、
⑩
現
行
法
令
に

の
っ
と
っ
た
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
評
価
報
告
、
あ
る
い
は
、
環
境
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
活
動
お
よ
び
環
境
監
査
活
動
書
、
⑪
法
定
最
大
面
積
以

上
の
土
地
を
申
請
企
業
が
取
得
し
て
い
な
い
こ
と
の
表
明
書
、
⑫
病
害

虫
駆
除
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
と
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
う
る
と
の
表
明

書
、
⑬
火
入
れ
を
し
な
い
用
地
開
発
と
防
災
の
イ
ン
フ
ラ
と
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
う
る
と
の
表
明
書
、
⑭
地
域
住
民
用
農
園
開
発
整
備
表
明
書

と
開
発
計
画
書
、
⑮
農
園
企
業
、
農
園
労
働
者
、
地
域
住
民
間
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
樹
立
を
す
る
と
の
表
明
書
と
作
業
計
画
。
こ
の
農
業
大

臣
令
は
、
二
〇
〇
二
年
第
三
五
七
号
農
業
大
臣
決
定
を
変
更
す
る
も
の

で
あ
り
、
再
集
権
化
の
動
き
が
強
ま
る
な
か
で
、
⑤
に
あ
る
よ
う
に

県
・
市
の
許
認
可
に
つ
い
て
も
州
知
事
の
関
与
を
強
め
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
二
〇
一
三
年
一
〇
月
に
こ
の
二
六
号
令
は
改
正
さ
れ
て
農
園

な
し
の
加
工
工
場
建
設
を
容
易
に
し
た
。

＊	

13	

農
地
基
本
規
則
に
関
す
る
一
九
六
〇
年
第
五
号
。

＊	

14	

関
係
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
九
年
八
月
二
三
日
。

＊	

15	

同
村
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
、
二
〇
〇
九
年
八
月
二
二
日
。

＊	

16	

大
手
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
企
業
は
二
〇
〇
八
年
の
パ
ー
ム
油
価
格

急
落
の
時
で
も
利
益
は
上
が
っ
て
い
た
と
い
う
（T

em
po 2008. 8. 31: 

121-123

）。

＊	

17	

本
部
を
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
置
い
た
の
は
、
非
営
利
団
体
の
登
録
に

お
い
て
は
ス
イ
ス
が
有
利
だ
と
い
う
理
由
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。

＊	

18	

二
〇
一
三
年
七
月
現
在
、
日
本
の
会
員
数
は
二
七
で
あ
り
、
正
会

員
数
は
一
九
で
あ
る
（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）。

＊	
19	

東
南
ア
ジ
ア
学
会
二
〇
一
三
年
七
月
関
西
例
会
・
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
研

究
会
共
催
の
研
究
会
（
二
〇
一
三
年
七
月
二
〇
日
開
催
）
に
お
け
る
佐

藤
百
合
氏
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
。
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